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申請者はポリフェノールの一種のケルセチンがアレルギー性鼻炎の症状に抑制的に作用する

機序の解析を行った。アレルギー性鼻炎の発症には活性酸素種が重要な役割を果たしている

ことが知られている。チオレドキシンは 12kDaのタンパク質で活性酸素消去作用を有してい

る。今回の研究では、アレルギー性鼻炎症状緩和作用において、ケルセチンが持つチオレドキ

シンを介する機構に与える影響について invitroおよび invivo解析を実施した。

in vitroでは過酸化水素を加えた鼻粘膜上皮細胞にケルセチンを添加した際に、チオレドキ

シン産生が誘導されることを明らかにした。 invivoの実験系として、卵白アルブミ ンを感作

したマウスを作成し、卵白アルブミンの点必投与による鼻炎を発症するモデル系を作成した。

卵白アルプミンの点鼻後の鼻炎症状をケルセチンが抑制したこと、そしてその際に鼻腔洗浄

液中のチオレドキシン濃度も増加したことを示した。

今回の研究で、inVi t ro, in Vi VOの両方において、活性酸素種消去を行うチオレドキシン

の産生を誘尊することが、ケルセチンの作用機序であることを明らかにした。審査において

は、天然物の生物作用の解析方法とその結果の解釈について質疑がなされ適切な回答を得た。

ポリフェノールのような天然物の生体に対する影響について、標的物質を明確に示した報告

は大変意義深く 、多種類存在する天然物の効果を評価するためにも有用である。

本論文は本学大学院学位論文（博士）審査基準を渦たしており、学位論文に値すると判断した。
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